
「日常場面の活用」に着目し、各教科及び自立活動、
家庭生活（保護者との連携）との関連付けを整理しな
がら、活動の充実を図る。

小学部研究テーマ



１.テーマ設定
R4年度末アンケートより
「学部の課題」

・授業によっては、やりっぱなしになって、
活用に結びついていない。
・家族（家庭）が成長に気付けていない。

「日常生活の指導」に着目

目指したい姿

どの活動で
育てるか

・他学級の学級経営が知りたい。
・他学級の個別の学習を見る機会が欲
しい。
・自分の学級の教材に悩んでいる。

国語 算数 自立活動 ・・・

共有・検討



(１)グループ研

２.取組の方法
目指したい姿を設定

その姿をどの場面で
見るか。

どの活動で育てるか。

その取組で良いか。

どうなったか。
その後、どうするか。

・同様の課題設定を
した３～４人のグループ

・ワークシートで課題や
取組の洗い出し

・各グループで取組の
状況を共有、検討

共有・
検討

改善

【ゴールイメージ】

教師一人一人の
実践力の向上

学んだことを生活に生かすことが
できる場面設定

目指す児童像を育てることができる
年間計画の見直し及び教育課程の検討



(２)研究授業・授業研究会

・協議の柱「日常生活の場で生かすために今後できる
こと」を検討

・職員間での意見や実践の共有

・付箋の色で意見の種類を分類



３.成果と課題







R6年度の週時間割

日常生活の指導と
つなげやすい



「学部研の感想」(一部抜粋)

〇周りの先生の実践を聞き、自分の実践のアドバイスももらうことができて、充実していた。

〇事例を通して、みんなで学んでいく時間という感じで良かった。

〇研究授業をさせていただき、たくさんの気付きやアドバイスをいただいて、自分自身の見方
や考え方が広がった。

〇「日常生活に生かす」という視点をみんなが持ったことで、日頃の授業の改善ができたの
ではないか。

４.今後の志向

・事例を通して職員全員で考える時間の充実
・日頃の指導の中で生じた悩み等を相談できる場の設定
・一つの共通する視点をもつ
・目指す姿や具体的な活用場面の設定



・学部全員で情報を共有
・保護者とのより効果的な情報交換

▲他のグループについては、なかなか情報を得ることができなかった。毎回各グループ
で話し合ったものをチャット等にアップし、さらに知りたい事例をその先生に尋ねること
で、専門性の向上につながると思った。

▲家庭との連携
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